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法政大学大原社会問題研究所

所　　報
　　　　　　　　  （2004. 5.1～ 6.30）

□刊行物

『 産業別組織の組織拡大政策―その戦略と問題点
（現代労使関係・労働組合研究会聞き取り記録）』
（ワーキングペーパー№16）

　『日本労働年鑑』第74集（2004年版，旬報社）
　『大原社会問題研究所雑誌』547号（2004年6月）
　『大原社会問題研究所雑誌』548号（2004年7月）

□図書受入（5月）

　 和　書 洋　書 計
購　入 112 14 126
受　贈 65 0 65
合　計 177 14 191

□図書受入（６月）

　 和　書 洋　書 計
購　入 84 17 101
受　贈 83 0 83
合　計 167 17 184

□閲覧サービス（５月）

　閲覧
　　　　開館日数　　　23日
　　　　閲覧人員　　　34名
　　　　貸出図書　　　44冊
　コピーサービス
　　　　学外　　　　　32件 5390枚
　　　　学内　　　　　13件  702枚

□閲覧サービス（６月）

　閲覧
　　　　開館日数　　　26日
　　　　閲覧人員　　　33名

　　　　貸出図書　　　381冊
　コピーサービス
　　　　学外　　　　　37件 2260枚
　　　　学内　　　　　17件 3082枚

日　　　　誌

□５月
　19日 運営委員会
 　議題①2003年度事業報告について
 　　　②2003年度決算について
　　 　　　③2004年度予算について
　　　 　　　④その他
　22日 社会政策学会第108回大会（於：法政大学多

摩キャンパス）（～23日）
 同学会歓迎企画として，所蔵貴重図書・資料

展示会，研究所見学ツアー，研究所刊行物販
売を実施

　24日 所蔵貴重図書・資料展示会（～25日）
　25日 事務会議
　26日 研究員会議
　27日 ポスターケース納品
　29日 労働政策研究会

テーマ：「労働政策形成過程における問題
点」

報告者：高梨昌氏（信州大学名誉教授，
　　　　前日本労働研究機構会長）

□６月
　２日　経済資料協議会（於：小樽　土屋広康出張）

（～4日）
　５日 現代労使関係・労働組合研究会
　　　 　これまでの研究のまとめと議論
　　 加齢過程における福祉研究会

テーマ：「高齢化時代における小地域の福
祉の組織化に関する課題―予備的
な関連情報の暫定的整理」

報告者：嶺学（法政大学大原社会問題研究
所名誉研究員）

　11日 阿部拓二氏（神戸市在住）より国鉄労働運動，
部落問題関係図書を段ボール2箱受贈
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　16日 運営委員会
　　　　　　議題①2003年度事業報告について

②兼任研究員の公募について
③ 『日本労働年鑑』検討小委員会に

ついて
④その他

　　　 韓国訪問報告会　五十嵐仁
　18日 共同研究プロジェクト ジャーナリスト・ユ

ニオン研究会
テーマ：「占領から安保までの言論と出版

労働活動」
報告者：橋本進氏(元『中央公論』編集次長)

　22日 事務会議
　23日 研究員会議
 月例研究会

テーマ：「戦前日本における生理休暇」
報告者：中山いづみ（ハーバード大学大学

院博士後期課程，法政大学大原社
会問題研究所客員研究員）

研究所だより
月例研究会

　当研究所では「月例研究会」という名称で，ほぼ毎
月，公開で研究会を開催しています。報告者は主に所
内の専任・兼任・客員研究員です。これまで，所報に
開催日・報告者・テーマを記載してきましたが，今号
より，その報告要旨を所報の前に１ページをとって紹
介することにしました。
　なお，月例研究会のご案内は公式サイトOISR.ORG

（http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/）のお知らせをご覧
下さい。

大原社会問題研究所利用のご案内
【利用できる方】
　とくに制限はありません。社会・労働問題に関心の
ある方ならどなたでもご利用できます。

【開館時間】
〈平日〉9時30分～16時30分〈土曜〉9時30分～12時
【休館日】
　日曜，祝日，年末年始，大学の入学試験日，他に大
学の事情により休館することもあります。その都度掲
示，ホームページでおしらせします。

【複写】
　1枚30円（法政大学教職員・学生は1枚10円）
　＊ていねいコピーは1枚50円
　コンピュータからの所蔵データのプリント：10枚ご
とに10円　＊貴重書・劣化の激しい図書・製本新聞は
複写できません。

【館外貸出し】
　法政大学教職員・学生のみ可
　　専任教員：10冊　3か月以内
　　その他教職員・大学院生：5冊　3か月以内
　　学生：3冊　1週間以内

＊ 戦前資料・原資料・事典類・新着雑誌・整理中
の図書資料は貸出しいたしません。

＊ 大学院生・学生は最初に利用登録していただき
ます。

【所蔵資料の出版物への利用】
　1点につき3千円です。研究所長宛に内容を明記した

「許可願い」を出してください。
　　＊同一内容の場合は2点目以降は千円。
　　＊使用したフィルムは研究所に寄贈してください。

＊ 掲載図書には，当研究所所蔵である旨を明記し，
1点を寄贈してください。

【展示会等への所蔵資料の特別貸出し】
　目的・資料名を明記した「借用願い」を出してくだ
さい。

【非来館サービス】
〈文献複写〉上記料金+送料実費で行います。文書・
Fax・メール等でお申し込みください。

〈図書の郵送貸出し〉図書館・研究機関を対象に行い
ます。冊数：3冊以内　期間：1か月以内


